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四国西部四万十帯トラバース
A structural traverse across the Shimanto belt in western Shikoku, Japan
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関東地方から九州にかけて帯状分布する四万十帯は，海洋プレートの沈み込みに伴い形成された付加コンプレックスを
主体としている（平ほか, 1980）．九州東部や四国中東部では，混在岩（メランジュ）帯やシュードタキライトを伴う脆
性断層などの強変形帯の存在が知られており（例えばMukoyoshi et al., 2006），沈み込み境界での長期的・短期的な変形
現象を記録していると考えられている．四国中部に分布するメランジュ帯は，四国西部にかけて延長して分布すること
が Taira et al. (1988)によって示唆されているが，当地域における地質構造の報告は乏しく，その詳細は不明である．ま
た，埋没深度の指標となる最高被熱温度に関する研究が行われていないため，断層による熱構造ギャップの有無を議論
することができない．そこで，発表者らは宇和島北方の仏像構造線以南から足摺岬までの四国西部沿岸域において四万
十帯の岩相・変形マッピング，構造測定，断層記載，およびビトリナイト試料のサンプリングを行った．発表では，調査
で明らかとなったメランジュ帯・脆性断層の分布と特徴，ビトリナイト反射率に基づいた最高被熱温度を示し，四国西
部での広域的な構造発達史を議論する．また，高温の被熱温度を示す九州東部と，比較的低温を示す四国中部-東部との
関係性についても議論する．
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